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令和6年中の火災・救急件数等の概況について(速報)

・令和6年中の火災、救急及び1 1 9番通報の件数を次のとおりま

とめました。

・いずれの件数も過去1 0年間で最多の件数となりましたので、引

き続き火の元には十分御注意いただくと共に、救急車の適時・適切
な利用に御協力くださいますようよろしくお願いいたします。

(1)市内火災件数
・令和6年中の火災件数は398件で、令和5年中の390件

から8件増加し、 1日当たりの発生件数は約1. 1件でした。

また、過去1 0年間の平均火災件数は約355件となります。

i

i

〇〇〇〇〇〇〇

・火災件数を建物、車両及びその他の火災に分類すると、萱物
火災が282件と最も多く、全体の70%を占めています。

【火 災種別】 火災種別ごとにみると、
「建物火災iが282件で70%を占める。

建物火災… ‥282件
車両火災… ‥21件
船舶火災… ‥ 1件

その他の火災・ ・ ・94件

建物火炎.書館件

原審勤火災 "車高火災 口船舶火災 "その他の火災
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47



(1)救急出場件数

令和6年中の救急出場件数は、 89, 1 14件で過去最多の

出場件数となりました。

令和5年に比べ1, 523件(1. 7%)増加し、 1目平均

出場件数は243. 5件で約5分54秒に1件の割合で救急出
場したことになります。

(2)搬送人員
ア 搬送人員は、 72, 446人で令和5年に比べて

1, 336人(1. 9%)増加し、市民の21. 4人に1人

を搬送したことになります。
イ 原因別の搬送人員は、急病が51, 889人 17

〇
〇
〇
調
。

6%)、-般負傷者が11, 641人(16. 1%)、交通

事故が3, 055人(4. 2%)となっており、この3種の

原因で全体の91. 9%を占めています。

なお、搬送人員のうち入院を必要としない「軽症者」は、
37, 657人で全体の52. 0%となっています。



(3)令和6年中の特徴
救急出場件数は、 4年連続で増加しており、搬送人員を年齢別

割合でみると、 65歳以上の高齢者は57. 7%で、前年より

1. 9ポイント増加しました。その他、成人(18歳から64歳)

は33. 3%で、前年より0. 8ポイント減少、少年(7歳から

18歳未満)は3. 2%で前年より0. 1ポイント減少、乳幼児

(7歳未満)は5. 8%で、前年より1. 1ポイント減少しまし
た。

(4)年末年始の餅による事故
年末年始(令和6年12月29日から令和7年1月3目まで)に
餅を喉に詰まらせて救急搬送された件数は3件で、前年同時期は
1件となっています。



・昭和43年、48年頃は、放火の件数は徐々に増えており、昭和 
51年から令和2年までは放火が1位、2位を独走していまし 
た。 

・昭和から平成初期は、時代を反映してストーブや風呂釜などの裸 
火を使用する機器を原因とした火災が多い傾向にありました。 

・平成中期からは裸火に代わるエネルギーである電気に関係した火 
災が増加しており、令和5年には電気機器と配線器具を合算する 
と火災原因の第1位になります。 

・しかし、こんろやたばこなどは常に火災原因の上位であり、電気 
も使用方法や管理に起因するものが多いので、火災を減らすため 
には皆様一人ひとりが火や電気を取り扱う際の注意を怠らないこ 
とが重要となるでしょう。 

捌43年から餉6年までの椴閥 跡轍の搬 

職位 項目 湘 糾8 湘 綱 §63 HO5 胴 H↑5 榊 鵬 H30 日O5 恥 

1 

原因 たばこ たばこ 鰍 献 鰍 放火 放火 献 放火 放火 棚こ 朋こ t馳器 

件数 41 71 83 博 110 125 125 13 篤 77 59 57 55 

2 

原因 畑び 鰍 たばこ 蝿び こんろ たばこ たばこ たばこ たばこ たばこ 鰍 たばこ 

醐 33 53 62 37 69 85 85 76 75 63 55 ∴子ら 50 

3 

原因 こんろ こんろ 蝿び こんろ たばこ こんろ こんろ こんろ こんろ こんろ こんろ 轍 こんろ 

轍 27 45 41 3き 63 60 53 60 56 55 仙 47 帥 

4 

原因 秋 火遊び こんろ 朴-7 蝿び 火遊び 畑び 畑び 聞駅 こんろ 秋 
鞭 21 39 仙 15 ㈹ 的 30 一一、-葛一∴〇 十三襲善言/、 37 00 鈍 42 49 

5 

原因 たき火 朴-ブ 朴-プ 朴-ブ 朴置プ 蝿び 寒露 火遊び 黒鯛 
21 

離駄 離農 
39 件数 20 22 鑓 15 = 30 36 18 32 

昭和43年から令和 年までの火災原因と 

/ 時代の移り変わりと ともに、裸火による 

件 の推移 
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(1)電気火災(電気機器、配線器具、電灯・電話等の配線、電気装
置に起因する火災)が、近年、急増しています。 「電化製品

は、取扱い説明書どおりに使用する。 」 、 「モバイルバッテ

リー等のリチウムイオン電池は圧力・衝撃を与えず、変形して
いるなどの異常があれば使用を中止する。 」 、 「電気コードが

傷んでいる場合や、プラグが変形している場合は使用を控え

る。 」 、 「プラグはしっかりと差し込んだ状態で使用する。 」

等の基本的な対策をお願いします。

(2)たばこは、「灰皿には水を張り、確実に消火する。」、「ポ 
イ捨てはしない。」等、日頃から喫煙マナーを守るようにお願 
いします。こんろは「調理中に目を離さない。」等の基本的な 
対策をお願いします。 

(3)放火は、「家の周りは整理整頓し燃えやすいものを置かな 
い。」、「ごみは決められた日の朝に出す。」等、放火されな 
い環境づくりに御協力をお願いします。 

(4)住宅火災 に よる被害の軽減に向けて、「住宅用火災警報器」の 
設置及び維持管理をお願いします。いざというときに正しく作 

動するよう、定期的に作動確認を行うことを習慣づけてくださ い。 

(5)救急車の適時・適切な利用に御協力ください。
急な病気やケガをしたときに、 「救急車を呼んだ方がいいの

か」 、 「今すぐ病院に行った方が良いのか」などで迷った際

は、電話でアドバイスを受けることができる、かながわ救急相

談センター(♯7119)を御利用ください。
川崎市救急医療情報センター(044-739-1919)で
も、 2 4時間体制で医療機関を紹介しているほか、医療機関へ

の交通手段がない場合にタクシーや民間救急車を案内する「サ

ポート救急」という制度もありますので、こちらも御活用くだ
さい。

併せまして、川崎市ホームページにて「)ii崎市救急受信ガイ

ド」を提供しておりますので、救急車の適時・適切な利用をす
る際の判断材料として御利用くださいますようお願いします。




